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別紙１ 

別紙 1-1：選定施設について 

本事業では、次の選定施設を対象に、各施設の課題解決に向けたニーズを踏まえロボット

の導入実証を実施します。各施設の募集内容は、項目：別紙 1-3 を参照してください。 

種別 施設名 企業・団体名 施設所在地 

医療施設 相模原協同病院 神奈川県厚生農業協同組合連合会 相模原市緑区 

 
別紙 1-2：選定施設の現地見学会 

導入実証の実施を予定している選定施設の現地見学会を次の日程で開催します。参加を

希望される方は、事前の参加登録をお願いします（施設の現地見学会の開催１営業日前の

12:00 までに事前参加登録をしてください）。 

【開催日程】 
施設名 相模原協同病院 
施設住所 相模原市緑区橋本台 4-3-1 
開催日程 募集テーマ１：清掃ロボット 令和 7 年 10 月 22 日(水) 16:00‐17:00 

募集テーマ２：搬送ロボット 令和 7 年 10 月 24 日(金) 16:00‐17:00 
留意事項  駐車場利用可否：駐車場はご利用いただけます。  

 写真撮影：写真撮影の際は、患者様が映らないようご配慮ください。 

 

【事前参加登録】 
施設見学会に参加を希望される方は、下記のウェブサイトから参加登録をお願いします。 

https://forms.office.com/r/PBGtSC4RSq 

※上記サイトはロボット実装促進センター事業運営受託者（TIS 株式会社）が管理する外部ウェブサ

イトになります。 

※参加登録を頂いた方に、後日、施設見学会の動画あるいは画像をご提供いたします。 
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別紙 1-3：選定施設の募集内容 

本事業で選定した施設の募集内容、解決を希望すること（施設側のニーズ）は以下の通り

です。詳細は現地見学会や事業説明会でもご案内します。 

施設名 相模原協同病院 

所在地 相模原市緑区橋本台 4-3-1 

施設 

イメージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

施設概要 神奈川県相模原市緑区橋本台にある総合病院。400 床を有し、内科、外科、整

形外科など多数の診療科を備える地域医療支援病院として急性期医療や救急

医療にも対応、市民が利用できる医療施設である。1955 年開院。延床面積は

32,138.14 ㎡で、最新医療機器や充実した設備を有する。 

募集内容 

（募集テーマ） 

１ 清掃ロボットの導入による病院職員の業務軽減および患者満足度の向上

の実現 

２ 搬送ロボットの導入による病院内の重量物・物品搬送業務の自動化と職

員負担軽減の実現 
募
集
テ
ー
マ
１ 

施設運営に 

あたり解決 

したいこと 

施設ニーズ：清掃ロボットの導入により、清掃業務の省人化・効率化を実現

し、コストを 3～5 割削減したい。 

清掃業務を外部委託しているため、人的コストが高く、施設運営費用の負担

となっている。一部の清掃を清掃ロボットが行うことにより、清掃業務委託

費を 3～5 割削減したい。 

 

現在の業務の

実施形態 

 ロボット活用に関しては、現在のところ該当する取組はなし。 

 清掃業務は外部委託しており、日常清掃や定期清掃を委託先スタッフが

担当している。 

目指したい 

施設の姿 

 清掃に係る委託費を削減し、削減したコストを職員教育や医療機器の更

新・導入など、病院のサービス向上に充てることで、来院者様の満足度

の高い病院サービスの運営を実現する。 

ロボットの 

運用に関する

想定 

 外来患者がいない夜間の時間帯に、清掃ロボットを活用した清掃業務を

実施する。 

 夜間は人の往来がほとんどないため、ロボットが安全かつスムーズに自

律走行できる環境が整っている。 

 夜間は、シャッターで一部エリアが区分されるため、清掃ロボットの現
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状の走行エリア案は、下図赤枠の範囲とする。 

 患者動線の妨げにならない範囲を検討した上で、日中時間帯の清掃も実

施できることが望ましい。 

 基本的には、清掃ロボットが自律的に床面の清掃業務を実施し、人的介

入を最小限に抑える運用を想定する。ただし、電源のオン/オフや障害物

の除去など、ロボットだけでは対応できない作業は、施設スタッフが補

助する体制とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 階フロア図（現状の走行エリア案） 

 
募
集
テ
ー
マ
２ 

施設運営に 

あたり解決 

したいこと 

施設ニーズ：搬送ロボットの導入により、重量物搬送業務の自動化を推進し、

職員の肉体的・時間的負担を軽減したい。 

現在は、職員が手作業で重量物の搬送業務を行っており、肉体的負担が大き

いほか、搬送に要する作業時間が長い。搬送ロボットの導入により、重量物

搬送業務の自動化を推進し、職員の肉体的・時間的負担を軽減したい。 

 

現在の業務の

実施形態 

 ロボット活用に関しては、現在のところ該当する取組はなし。 

 医療器具、リネン用品等を各部署で管理し、必要に応じて倉庫から人手

で搬送している。 
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目指したい 

施設の姿 

重量物搬送業務の自動化により、削減した人的リソースを、患者へのサービ

スや医療業務等の、より付加価値の高い業務へ充当することで、来院者様の

満足度の高い病院サービスの運営を実現する。 

ロボットの 

運用に関する

想定 

① リネン類の搬送 

 1 階のリネン類倉庫から 1 階搬送用エレベーター前まで、自律走行で移

動する。搬送用エレベーター前で手動操作または追従走行に切り替え、

エレベーターに乗車し、2 階で降車する。2 階で降車後、自律走行を再開

し、入院フロアまで運搬する。 

 走行時は、リモコンまたはアプリ等でロボットへの指示を行うことを前

提とする。 

 走行動線は下図の赤線で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 階フロア図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２階フロア図 

② 医療器具の搬送 

 医療器具（酸素吸入器具など）を搬送する。 
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 ２階手術室前から GICU/EICU 前を通り、HCU 前までの通路を搬送する。 

 走行時は、リモコンまたはアプリ等でロボットへの指示を行うことを前

提とする。 

 途中の複数地点で停車可能なことが望ましい。 

 走行動線は下図の赤線で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２階フロア図 

留意事項  運用台数はロボットのスペックを加味し決定する想定。 

 運用の要件を満たすため、搬送ロボットの上に荷台や荷棚等を追加する

改良等を行っていただくことも可。 

 通信環境については施設内に Wi-Fi 環境あり。 

 清掃・搬送ロボットの両機種とも、手動操作で非常停止できることが望

ましい。 

 


